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　　 Apolynomial 　expression 　which 　gives　the　 change 　in　 concentration 　 Qf 　 elute 　was 　derived

for　soil　column 　sys 七em 　in　which 　pesticide　solution 　was 　added 　at　constant 　concentration ．　 The

polynomial 　 was 　 composed 　 of 　a 　theoretical　plate　 number 　P 　of 　soil 　 co 工umn ．　 adsorption 　 ratio

Gfor 　the　soi1，　and 　distance　moved 　by 　the　solution 　expressed 　by 　imaginary 　plate　number 　n ．

The 　curve 　has　an 　infiexion　point　except 　when 　G　is　small 　or　P お unit ．　 P 沁 estimated 　from

the　inflexion　point 　ni ，　which 　is　 calculated 　from 　the　observed 　inflexion　point　using 　the　wa 七er

capacity 　of　the　column 　and 　a　volume 　of　unit 　fraction．　 A 　censtant 　value 　of 　approximately 　12g
as　soil　weight 　per　unit 　plate　was 　obtained 　with 　picric　acid 　using 　soil　columns 　with 　different

weights 　of 　a 　volcanic 　 ash 　soil ．　 Chlorate　 showed 　llo 　adsorption 　 on 　the 　soil 　and 　gave 　no 　phys −

ically　significant 　P 　value ．　 Pentachlorobenzoic 　acid 　gave 　a　 sma ユl　G 　value （0，5）indicating　that
the　 amount 　 of 　soil 　 used 　in　the　 assaying 　was 　too　 small 　to　give　 any 　physically　sigl ユificant　P

value ．　 An　apparatus 　to　supply 　a 　constallt 　fiow　rate 　of 　water 　was 　devised ．

緒 言

　農薬等 が 土壌中を移動す る場合 ， 土壌水に溶け ま た は

分散 し て その 動 きに 伴 っ て 移動す る 場合と ， 気化 して 自

己拡散 に よ り移動す る場合と が あ る ．こ の うち土 壌か ら

の 溶脱は 土壌水 の 動 きに 伴 っ て 起 こ る．わ が国は 降雨量

が 多い た め ， 土 壌水 は 主 と し て 表層 か ら下層 に 向か っ て

動く か ら ， 農薬等微量生 理 活性物質の 土壌 か らの 溶脱性

を 把握 し て お くこ と は と くに 重要 で あ る ．

　土壌水 の 動 きに伴 う薬剤の 移動 （マ ス フ P 一に よ る移

動）
・
は 吸着

一
脱着現象 と拡散現象 と が 時聞因子 を 含ん で

複雑 に か らみ合 っ て い る，ク ロ マ トグラ フ ィ 理 論に 基 づ

く数理 論的な
一

連 の 研究 が Davidson 　ら
1・4“e），　 Scott

＊ 農薬等の 溶脱 （第 1報）

　Leaching 　of 　Pesticides　and 　 Related 　Chemicals　in

　Soi1（Part　1）

ら
2）

，
Shearer ら

3）
に よ っ て 展開され て い る．こ れ ら速

度論的 理 論 は時間因子 を含む た め複雑 で あ る が ，古典的

プ レ
ー

ト理 論
7）は時間因子を吸着平衡 の 成 立 に よ っ て 消

去 し て い る た め 比 較的単純 で あ る．著者 は プ レ
ー

ト理 論

に よ っ て 農薬 の 溶脱性 を試験す る方法 を 検討し た．

理 論 的 考 察

　Martin −Synge の 理 論
7〕 は カ ラ ム に 薬剤 を 与 え た の

ち ，薬剤 を 含ま な い 溶媒 で 展開す る さ い の 理 論式 を与 え

て い る．こ れ に な ら っ て ， 薬剤を含ま な い カ ラ ム に一定

濃度 C の 溶液を流下する系に つ い て ， 各プ レ ート中の

溶質 の 分布を 計算す る と Table 　 1 の と お りに な る．た

だ し ， 溶質は 固相 ： 水相 ＝＝ G ：ノ（G 十」＝ 1）の 比率で 分配

され る も の とす る ．θ は 土 壌柱 の 空隙率 ，
V は 各段 の 容

積とする．

　溶液 の 先端 が仮想段 （n − 1）に 達 し た と き第 （P − 1）
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Table 　I　 Trapped 　amount 　of 　solu 士e　in　the　Pth 　plate　when 　top 　of 　solutiQn 　fills　in　the　nth ．

X θCV

n

P 123 4 5 6 7 8 P 鴛

123

4

5

6

7

8

P

1十 　 G ＋ G2 十 　G3十 　G4 十 　 G5十 　 G6 十
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− i一θC η

・→

η

畜
1

（
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・ （1 ）

溶液 の 先端 が 仮想 段 n に 達 した と き，第 P 段か ら溶

出する溶質量 は Qn＿・∫ で ある．す なわち ，

劔 一 ・C ・〆 誕；
1
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）小 ・ ）

　Yn ＝ （Qn− iJ ）1（θCF ） とす れ ば ，

　　　　Yn − （・− G）
・

筑

蕊
’

（
P ＋

離
一1

）・
・

（・・

　た だ し ，
n

，
　 P は 正 の 整数 で π ≧ P 十 1 で あ る．

　 Yn を 縦軸 に n を 横軸 に と り，　 P ≡ 1， 10 と し G ＝

0 ．1〜0 ．9 に つ い て 作図 した結果 を Fig ．1 に 示す．

　（4）式が成立す る た め に は ，薬剤 は 溶液 の み に よ っ て

移動す る こ とすなわち気 中液中 で の 拡散 は 無視 し うる こ

と，薬剤は 固相 と液相 と の 間 に一定比率 G ：ノ で 分配さ

れ 飽和現象 は 起 こ らな い こ と ， プ レ
ー

ト は 均質 で あ り，

　 　 　 　 　 　 　 n

Fig・l　I・eaching 　curves 　for　G （P ）．
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各 プ レ ート内で 吸着平衡 が 成立す る こ と ま た は 液相の 移

動 が一
定 で 吸着率 が 一

定 と な り準平衡 と見な し うる こ と

が 前提 と な っ て い る．こ の よ うな条件を 完全 に 満 た す系

は 存在 し な い が ，実際 に どの 程度許 され る か は ，物質 ご

と に 土壌ご と に 実験的 に 明 ら か に し て ゆ く必要があ る．

な お ， 吉田
S） は P 番 目の プ レ ー トの 出入量 に 関す る微

分方程式 に ， 本報と同一の条件を与え ， 解 と し て 1 と累

積ボ ア ソ ン 分布 の 差を得 て い る．

　P
，
G が一

定 で あれ ば 式 （4） よ り，

学鵡：｝）Gn
−

・
・ （1− ・）

・

　　一偶 ）G
・ −P

・ （・− G）・

4
畿≒ （z2，）G

・
一・ →

・ （・一・）
・

ま た は

4i

語一に 、）G
・
−P ・・x （・一・）・

（5）

（6 ）

（7 ）

砦 像
d 一  ）一（・一の

・

　　　・｛（
n − 2P
− 1）Gn

−1 − ・一
（3二1）G ＃

−P
｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （8 ）

撒 （
AY 露　　dYn ＋l

An 　　 　 dn ）一 （・一・）
・

　　　・｛偶）・
一 一¢ 、）・

一

｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （9）

　曲線 （4） は n ＝O，
。。 以外 で は極値 を も た な い が ，

変曲点 を も つ こ と が あ る．変 曲点 で は d2ytAni2＝ 0 で

あ る．た だ し，ni は 変 曲点 の n 数 とす る．

　（8）， （9）式の ｛ ｝内の 値を 0 とすれ ば ，

（ni
− 2）！Gnt

−P − L
（nt

− 1）！Gn
−P

一
（P 一ユ）！（π广 P）！

’

ま た は

P ＝ ni （1− G ）十 1 （11）

　ns
，
　 G が わか れば ， 式 （10） また は （11）よ り P を

推定す る こ とが で き る．こ の 曲線が変曲点をもつ 場合
一

種 の S 字 曲線 に な り，
4Ytdni は 極大 に な る の で

，
こ れ

よ り ni を推定す る こ とが で きる．

（P − 1）！（ni − P − 1）！

＠广 1）⊆
＝ 1

　ni − P

実 験

　 1． 溶脱試験 の装置 と 方法

　 溶脱試験の 装置は Fig ・2 に 示すと お り で あ る。　 A は

・
約 IJ 容分液漏斗状 の 容器 で，コ ッ クの 手前 3mm が 外

径 30mm の 円筒状に な っ て い る． こ れ に 外径 30　mm

の ふ くらみを先端 に もつ ガ ラ ス 筒 E を挿入 し ，
A の 内

壁 と E の 球部 を ほ とん ど接触 さ せ る．漏 斗 の 下端 は沈

で ん 受け B
， 毛細管 C を通 っ て 流出管 D に 接続す る．

　 容器 A に 濃度 C の 溶 液 を 入 れ E を 装着後 コ
ッ ク を

開い て B ，C
，
　 D に 溶液を満 た す．　 B

，
　 C

，
　 D 中の 気泡

は 注意深 く排除 し，流 出 口 の 高 さ t を調節す れ ば 流下速

度 を調節す る こ とが で きる．す な わち ， 液面 S は外気 圧

と の 接触面 で こ こ で 平衡 し て い る．液圧 は 常 に
一

定値

（s一り に保た れ るか ら ，
A 内の 液量が 減少 し て も 流下速

度は 一定に保た れ る．本実験は 流速 10〜20ml！hr で 実

施 し た ．

　 ク ロ マ ト管 F は 内径 15mm の ガ ラ ス 管 に ガ ラ ス フ

ま た は ，

＠广 1）！Gnt
−P ni ！Gni

−P ＋ t

（P − 1）！（ni − P ）！
一

（P − 1）！（ni − P ＋ 1）！
’

　 niG
　 　 　 　 諞 1
ni − P 十 1

こ れ よ り ，

P ＝・Sti（1− G ）十 G （10） Fig．2　Apparatus 　for　leaching　test．
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イ ル タ G2 を溶融させ た もの で ， 海砂 1g を敷い た 上 に

土壌 25g を落 し こ み，そ の 上 に ガ ラ ス ウ
ール を の せ た ．

西 ケ原 表土 で は ， 土壌柱 の高 さ は 270mm で あ っ た．

土壌 50g
，
100　g で は 内径 50　mm の ガ ラ ス 管を 用い た

が ， そ の と き の 上壌柱 の 高さ は それ ぞれ 40mm お よ び

80mm で あ っ た ．流出液 は フ ラ ク シ s ン コ レ ク タ に よ

り 10ml ご と に 区分 し分析 に 供 した．

　 2． 段数 P の 算 出

　 フ ラ ク シ ョ ン の 番 号を e とす る．最初 の 流出番号が 1

番 で あ る．土 壌柱の 飽和水分量を Hml とす れ ば，1 段

当 た りの 水分 は HIP で あ る．流出液の 1 区分 F 皿 1 に

は FP 毋 段 分 の 水分 が 含 ま れ て い る．変曲点に 相当す
’

る 区分番号 を ei とす れ ば ， 流出か らそ れ ま で の 段数 は

SiFP ／H で あ る ．滴下始め か ら流出ま で に P 段を 通過

し て お り， こ の 部分 を 加 え ni は，

ni ＝ eiPF ／H 十P

式 （10）， （11）に代入 す れ ば

ー
ラG一

σFノ飭

GH
一1r」」

（／1＝P （12）

　溶液 の 濃度 （初濃度）A 　ppm ， 上 澄液の濃度 Bppm

と す る ．土壌 10g の うち液相 3．68g ，固相 6 ．32g と

な る の で
， 系 の 全水分 は 23，68g で あ る．液相中の 全薬

量 は 23．68B μg と な る の で ， 土 壌に 吸着さ れ て い る薬

量 は （20A − 23．68B）μ9 で あ る．固相中の 濃度を S と

すれ ば ， 分配率 D ＝s1B ＝（固相中の 濃度）1（溶液濃度）

は

1）＝（20zl − 23 ．68正｝）〆（6．32B） （14）

　溶脱試験系 に お い て ，土壌溶液量 （液相容量）Vsnlお

よ び土壌重量 （固相 重 量） Vs。11 とすれ ば，吸 着率 G ＝

（土相中の 薬量）！（土 壌系 の 全薬量）は ，

G ＝

SVs 。ll s！B

sv
。 。 ir＋ BV

。。 l 　 s ／B ＋ v
。。 11v 、。 t、

　 DD

十 阿！
皿 a1

（15）

に よ っ て 表 わ さ れ る．た だ し ，
Wm 。。＝ Vs。ilv 。。n で あ

っ て ，溶脱試験 で は 最大容水量以上 の 水分 は 流下 し，系

外に 去 る の で ，
PVm

。 x は （最大容水量 ÷ 100） に 相当す

る．西 ケ 原表土 を 用 い た 本実験系 で は

ま た は

　　　　　P ・ 11｛G
一ψ

 
G ）

｝　 （13）

　式 （12）ま た は （13） よ り P を 算出す る こ と が で き

る．た だ し ， 実際に は dyn ／dg が最大値を示す と き，こ

れ を挾む 9 の うち小さい ほ う を 9i
， 大き い ぼ うを ε♂

（ai
’

・＝ gt 十 1）とす る．

　3． 吸着実験 （G ，
J の 算出）

　50ml 共栓沈 で ん 管に 滴下 に 使 う水溶液 20　ml
， 土壌

10g を 入 れ ，
30 分間振 と う後遠 心 分離 し ， 上 澄液 10　ml

を分析 に 供 した ．土 壌 は 生 土 の ま ま 5mm の ふ る い を通

し た 西 ケ 原表土 （Table 　 2）を用 い た．

Table 　2　Physical　 and 　chemical 　 propertics　 of

　　　　 Nishigahara 　 soil 　 used ．

Origin ：　 volcanic 　ash 　sQil

Predominant 　clay 　mineral ： allophane

Total　carbQn 　content ：　3，57％

Phosph 乱te　absorption 　coe 笳 cient ：　2066
cEc ： 22．2　meq ！loo　g
Surfaoe　area ：　172　M2 ／g

pH ；　6」 （in　H20 ，1：2）
Maximum 　water 　holding 　capacit ｝

・ ：　 125％
pF 　2．7　　　　　　　　　　　　　　　 ：　　 59％

pF 　4．0　　　　　　　　　　　　　　　 ：　　 35％
Water 　content 　before　test　　　 ： 58，2％

G ＝

　　ヱ）十 1．25 （16）

となる．

　4． 供試薬剤と分析法

　塩素酸 カ リ ウ ム （特級），ペ ン タ ク ロ ロ 安息香酸 （三 共

試製品），ピ ク リン 酸 （特級）を 水 に 溶か し て 滴下溶液 と

し た．た だ し ，
ペ ン タ ク P 卩 安息香酸 は 0．IN 水酸化 ナ

ト リウ ム 溶液 に 溶 か し た の ち ， 1，000 倍 に うすめた．初

濃度 は 分析 に 便利 な 濃度 と し て ，塩 素酸 イ ナ 774 μ
M

（塩 素酸 カ リウ 厶 9 ．1ppm ），
ペ ン タ ク ロ ロ 安息香酸 160

μ
M （47ppm ）， ピ ク リ ン 酸 65μ

M （15ppm ） を え ら ん

だ．

　1）　塩素酸イ オ ソ

　供試水溶液 2m1 に O．2°

／． ト リジ ン 酢酸 0．5 皿 1 を加

え よ く振 り混ぜ て か ら ， 濃塩酸 5ml を 加 え 447　nm の

吸収極大債 に つ い て 比 色定量 し た．分光光度計 は 島津

UV −300 を 用 い た ．

　2）　ペ ソ タ ク ロ ロ 安息香酸

　供試水溶液 10ml に 0．1N 水酸化 ナ ト リウ ム 溶液 ユ

ml を 加 え ，
237 ．5nm に お け る 変曲点の 高 さに よ り比

色定量 した．

　3）　ピ ク リン 酸

　供試水溶液をそ の ま ま 355nm の 吸収極大 値に つ い て

比色定量し た．
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Table　3　Partition　 ratio 　D ．　 adsorption 　 ratio 　 G

　　　　 and 士heoreticaユ p］ate 　 number 　of 　 chemi −

　 　 　 　 ca1S ユP　 on 　 soil ．

Chemicals 　 Chlorate 　 Pent 乱 chloro −　 Picric
Initial　con −　　　　　　　　　 benzoic 　acid 　　　acid

centration 　　　74 μM 　　　　160 μM 　　　　65 μM

DGP 一〇．14
− 0 ．12
　 0

1．20
．490

4．10

．772
．4
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結 果 と 考 察

　 1． 分配率 ， 吸着率

　塩素酸 カ リ ウ ム （74 μM ），
ペ ソ タ ク ロ 卩 安息香酸 （160

μM ）， ピ ク リソ 酸 （65μM ） 溶液の 西 ケ原表土 に対する

分配率 と吸着率 は Table 　3 に 示 す と お りで あ る．塩素

酸 イ オ ソ は分配率 が 0 よ り小 で 吸着 は 認 め られ な い が ，

ペ ソ タ ク ロ ロ 安息香酸お よ び ピ ク リン 酸で は 土 壌に よ る

吸着 が 認 め られ た．

　 2． 溶 出 曲 線

　74μM 塩素酸 ヵ リゥ ム
，

1609M ペ ソ タ ク 卩 ロ 安息香

酸 ，
64 μM ピ ク リ ン 酸溶液を西 ケ 原表土 25g の カ ラ ム

に 滴下 した場合の 溶出曲線は Fig・3 に 示 す と お りで あ

る．縦軸 は 溶出液濃度 の 初濃度 に 対す る百分率 を ， 横軸

は フ ラ ク シ a ン 番 号 9 を 示 し て い る．曲線の 形状 は Fig ．

2 に 示す理 論曲線 に 類似 し て い る．

　段数 1〕

は （12）， （13）式 に よ り求め ら れ る． ei − Zt
’

（Ay1Aa が 極 大 値 を 示 す 直前 一直後 の 区 分番号） は 塩素

酸イ オ ン 1−2
，

ペ ン タ ク ロ ロ 安息香酸 3−4
，

ピ ク リン 酸

3−4 で あ っ た ，前式 に 代 入 し た 結果，前 2 者 で は P が

負 に な り物理 的 に 意昧の あ る値とは な ら な か っ た．ピ ク

リ ソ 酸は P ＝ 2．4− 2．5 と な っ た ．こ れ は 土 壌 25g に

つ い て 得られ た の で
， 逆 に 1 段当た りで は 土壌約 109

に 相 当す る．

　 3． 段数 P の 検 討

　物理 的 に 意味 の あ る段数値 が ピ ク リ ン 酸 に つ い て 得ら

れ た の で ，内径 50 皿 m の ガ ラ ス 円筒 に 土 壌 509 お よ

び 1009 を充 嗔し て 溶脱実験 を 行 な っ た ．そ の 結果 は

Fig．3 お よ び Table 　4 に 示す と お りで ，
9i一ど〆 と し て

il

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 Nurnber　ef　fraction（iOml 　each ）

Fig ．3　Leaching 　 curves 　 of 　 chlorate ，　 penta−

　　　 chlorobenzoic 　acid 　and 　picric　acid ．

● chlorate ，　x 　pentachlorobenzoic 　acid ，　O 　picric
acid

それぞれ 9−10 お よ び 22 −23 が得られ た ．1 段当た りの

土壌量 は ，土壌柱 に 関係な くほ ぼ平均 12g と な り，底

辺 お よ び高さ の 違い に か か わ らず， 比 較的 よ い 一致を示

し て い る．

　 バ ッ チ 法 で は 土壌量 ： 溶液量比 が 一定 で あ れ ば，一定

の 上 澄液濃度を与え る が ， 本実験 に お い て 同
一

の 流出液

濃度を与え る液量， た と え ば 初濃度 の 1／2 濃度 が 流出す

る 液量 は ， 土壌 25g で 46　ml
，
50　g で ，120　ml ，100　g

で 288ml で あ り，そ れ ぞれ の 土壌量 の 1．8 倍，2 ．4 倍，

2 ．9 倍に 相当し ，

一
定倍率に は な ら な い ． こ れ が P の

効果 と思 われ る．

　 4． 変曲点が ない 場合

　曲線 （1）〜（4）は 常 に 変曲点をもつ と は 限 らない ．P

＝1 の 場合 ， ま た は G が小さく しか も P も小 さい 場合

は，4yn の ぼ か で dY ± が 最大値 を 示 し変曲点 は存在 し

ない ．こ の 場合 は 4：yn ！rin2＝　O の 点 は存在 しない か ら，

式 （10）， （11）， （12）， （13）は 成立 し な い ．

　安息香酸で P 値が 負を 示 した の は ， 溶出曲線に ti2y／
dn2＝ 0 の 点 が存在しな い た め と思わ れ る．物理 的 に 意

味 の あ る P 値 を得 るた め に は FfH を小 さくす る．す

なわち土壌量を多 くす る こ とが 必要 とな るで あ ろ う．

　塩 素酸 イ オ ン は 土 壌に よ り正 吸着され な い の で P 値

は 存 在 しない と考え る ほ うが よ い で あろ う．それ で も

Table 　4　Variation 　of 　P 　value 　obtained 　from 　picric　acid 　on 　various 　amount 　of 　soil ．

　 Size　of 　column

Diameter 　length （mm ）

Amount
of 　soi （9）

ぜ‘
−9iノ P Soil　gtP

15 × 27050
× 4050x80

2550100 3−4 　　　　　　2．4−2．5 　　　　　 10一10

9− 10　　　　　　　　4．1−4，2　　　　　　　　12− 12
22−23 　 　 　　 　 7 ．2−7．9 　　 　 　　 14−13
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el に は ま っ た く塩素酸 イ オ ソ が 検出 されず ，
　 X2 で も

55％ し か検出され て い な い ． 91 で は 生土 に も とか らあ

っ た 水分 9．2ml が そ の ま ま 押 し 出 され た と 考え る こ と

が で き る が ， 吸着され な い な らば少な くと も fi2 で は ほ

と ん ど 100％ が 検出 され る は ず で あ る．同様な溶出の

遅れ は 安息香酸 で も認 め られ て い る．こ れ らに は 吸着以

外 の 要 因，た と え ば 塩 素酸 イ オ ソ を 分解す る 物質 や，安

息香酸 を 不 溶性 に す る 物質が 土 壌に あ っ て，こ れ らを飽

和 し た の ち に 溶脱 が お き る の か も しれ な い ．

　5． 問　題　点

　本法 は 1 滴ご と に 平衡が 成立 し流下す る こ とを前提 と

す る が ，滴 ご との つ な が りは 必ず し も必要 と し ない ．流

出速度 は ，滴が 土壌中を 自然降下する 速度以下 で あれ

ば ，結果は 大 き く影響 しな い と思 わ れ る．これ 以上 で あ

れ ば 土 壌柱 ヒに 溶液 が 溜 り， 結果 が 乱 れ る お それ が あ

る．本法 で は 土壌柱 に 空気 が 十分供給 され る の で ， 土 壌

が 還 元 さ れ る お そ れ が な い ．

　本法 で は ， 吸着率 G が 一
定 で あ る こ と を前提 に し て

い る．一
般 的 に は フ ロ イ ン ドリ ッ ヒ 型 吸 着 が 成立す る の

で ，
G は 低濃度 ほ ど大 き く な る は ず で あ る、ま た ， 各段

で 吸着平衡 が 成 立 す る と した が ，実際 に こ の 程度 の 流下

速度 で 成立 し て い る か ど うか に も疑問が あ る．場合に よ

っ て は拡散 を含む 速度論的な補正も必要 か も し れ ない ．

生 土 が す で に保持 して い る 水 分 を 無視 し て P の 計算 を

行な っ て い る が ， こ れ に 対す る 補 正 も必要 か も しれ な

い ．こ れ ら は 今後検討すべ き重要 な 問題 で あ る．

　 6． 結　　 　論

　
一

定濃度 の 薬液 が 土壌 に 無限 に 供給 され る 場合，土壌

溶液 の 濃度変化 を 示 す た め に ， 土壌柱 の 理 論段数 P
， 薬

剤の 吸着率 （ろ　溶液が 移動 した仮想段数 n か らな る ，

（n − P ）項 の多項 式 を 導 い た ．こ の 多項 式が 表 わ す曲線

は G が小 さ くな い 限 り， 土壌すなわち P を十分大 きく

す れ ば 変曲 点 を も ち，そ の 位置 を 実測す る こ と に よ り，

P を推定す る こ とが で きる．ピ ク リ ン 酸 で は 理 論段数 1

段当た りの 土壌量 は供試土壌 量 （25〜100g）が異な っ て

も ほ ぼ
一

定 の 値 129 と な っ た ．塩素酸 イオ ン で は 土 壌

に 負吸着す る た め か ， 物理的 に 意味 の あ る P 値 は得ら

れ なか っ た ．ペ ン タ ク ロ ロ 安息香酸 で も多分供試土壌量

が小 さか っ た た め 物理 的 に 意味 の あ る P 値 は 得られ な

か っ た．初濃度 の 相違，濃度 に よ る G の 変化 ， 吸着平

衡 の 成 立 す る時問 と溶液の 流速 と の 関係 な ど補正因子 と

し て 今後検討を要す る点 は 多い が，薬剤 の 溶脱性を表わ

す パ ラ メ ータ と し て 理論段数 P は 重要 な も の の 一つ と

考え ら れ る．

要 約

　1） 薬 剤 の 土壌溶脱性 を 表 わ す方法 と し て ，一
定濃度

の 薬液 が 定常的 に 土壌柱 に 滴下す る 系 を 想 定 し ， 浸出液

の 濃 度変化を 示 す 多項 式 を 導 い た．

　2）　 こ の 多項式 は 土壌吸着率 ， 土壌柱 の 理 論段数 ， 溶

液 の 移動距離 を 示 す仮想段数 か ら な り，溶出曲線 の 変曲

点 か ら理 論段数 が 推定 さ れ る．

　 3）　 ピ ク リソ 酸 の 溶出曲線 か ら ， 理 論段数 1段 当 た り

の 土壌量 12g が ，ニヒ壌柱 の 大 きさ に 関係な く得 ら れ た ．

　4） 塩素酸 イ オ ン の 土 壌 へ の 吸着は 負 で ， 物理 的 に意

味 の あ る 理 論段数値 は得ら れ な か っ た ．

　5） ペ ソ タ ク 卩 ロ 安息香酸 の 土 壌吸着は小 さ く ， 試験

した 土壌量 （25g）で は 物理 的 に 意味 の あ る 理論段数値

は 得 られ なか っ た．

Table 　5　 List 　of 　Symbols ．

　 C ＝concentration 　of 　added 　solution 　（μ91ml）

　 G ＝adsorption 　 ratio ，　 adsorbed 　 amount 〔μg）！

　　　 total　amount 　of 　the　system 〔μ9）

　 ノー1− G

　　θ＝porosity　of 　s ｛｝il

　 V ＝volume 　of 　unit 　plate （ml ）

　 P ・二theoretical　Plate　 number 　 of 　 chcmicals 　on

　 　 　 soil

　 n − imaginary 　plate　 number 　 signifying 　Posi−

　　　 tion　of 　top　of 　clute

Qn＿1＝tetal 　 amount 　 of 　 solute 　in　the　Pth 　plate

　　　 when 　 top　 of　 solution 　 or 　 elute 　 fills　 the

　　　 （n
− 1）th （μ9）

　 y π
7concentration 　 ratio 　 of 　elute 　from 　tlle　Pth

　　　 plate　to　initially　fecded 　solution

　 ni ＝theoretical　 plate　 number 　 c 〔〕rresponding

　　　 with 　inflexion　point　on 　the　leaching　curve

　 3 ‘
兀observed 　infiexion　point 　expressed 　by

　　　 fraction　 number 　 of 　 elute ，　 maximum

　　　 AYis 　put　between 　fii　 and 　zi
’
（ffiく ei

’
）

　 H ＝・maximum 　 water 　 holding　 content 　 of 　 soil

　　　 column （％）

　 F ＝volume 　 of 　unit 　fraction　 of 　 elute （m1 ）

　 1）≡partition　ratio ，　 concentration 　in　 soi1

　　　 （μ919）tconcentration　 of 　 solution （Pagtml）

　 A ＝initial　coneentration 　of 　solution 　on 　adsorp −

　　　 tion 　test （μ9！m1 ）

　 B − concentration 　of 　equilibrating 　solution

　　　 （μ91m1）

PVmaE ＝maximum 　 water 　 holding　 capacity

Vsoi＝・volume 　 of　 selution 　in　 so 丑 column （m1 ）

V 。．n
− weight 　of 　soil 　in　 so 且 column （9）

　 S ＝ concentration 　in　solid 　phase （μglg）
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　6） 理論段 数 は 溶脱に お い て 注 目す べ き重要な 特性と

思 わ れ る．

　7） 一
定速度 で 溶液 を滴下 で き る装置を考案し た．

　理 論多項 式の 数値解の た め の コ ソ ピ ュ
ータ プ ロ グラ ミ

ソ グ に つ きお 世話 に な っ た 農業技術研究所 　堀江　武技

官 に 感謝申 し あげま す．
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